
【目指す学校像】みんなで どんなときも りかいしあえる学校 

【目指す児童像】かしこい子  やさしい子  たくましい子 

 

 

 

 

 

 

 

 
 緊急事態宣言も延長となり、新型コロナウイルスとの闘いも未だ終わりが見えない中、学校もこれま

で以上に対策を強化して教育活動に取り組んでいるところです。長い夏休みが終わり、生活のリズムを

取り戻すのに時間がかかる児童もいるようですが、全体的には落ち着いた雰囲気でのスタートとなって

おります。ただ、机の上にはパーテーションが置かれ、見えにくかったり声が聞こえにくかったりする

中での授業や、偶数学年と奇数学年で休み時間に校庭で遊ぶのを制限し密集を防ぐなど、以前よりもさ

らに我慢しなければならない状況が続いており、自由に生活できる日が一日も早く訪れることを願うば

かりです。 

 さて、新型コロナウイルスが初めて確認されてから、まもなく２年が過ぎようとしています。これま

で様々な対策を講じ、ワクチンをはじめとする効果的な予防や治療が開発されてきましたが、ウイルス

も変化を遂げながら感染力を強めてきており、まだまだ予断を許さない状況が続きそうです。昨年の緊

急事態宣言のときに学校は約３ヶ月の臨時休業を余儀なくされました。学びがストップしてしまった当

時の苦難が繰り返されないよう、これまでの経験を生かしながら教育活動を展開していきたいと思いま

す。皆様のご理解・ご協力のほどをよろしくお願いいたします 

 

 

 

 

 1学期の教育活動について、児童・保護者アンケートや教職員自己評価をもとに振り返りを行い、改

善策について検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊「学校が楽しい」という項目が共通して９０％以上の好意的な回答を得られたことは、『居心地のい

い学校』につながるものであり、うれしく思います。また、課題と思われる項目については、全体

的に低かったり、児童・保護者・教職員で評価に差が見られたりしたものです。これらの結果を受

けて、知・徳・体の 3つの部会に分かれ改善策を検討しました。自由記述については、多くの好意

的なご意見をいただき、感謝申し上げます。課題と思われる記述内容に関しましては、コロナ禍で

様々な制約もある中での実施となりますが、可能な範囲で改善を図りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 ＊これらの改善策については、今後の実践を通して「みどりっ子アクションプログラム」として、全

校体制で取り組んでいきます。 

                       令和３年９月１７日発行 

鹿沼市立みどりが丘小学校 

                                   
 

みどりが丘小だより

学校評価結果から（前期） 

【共通して高評価の項目】 

・学校は楽しい 

・授業はわかりやすい 

・友達と仲良くしている 

・先生は子供を大事にしている 

・安全に気をつけている 

【課題と思われる項目】 

・進んで家庭学習に取り組んでいる 

・たくさん本を読んでいる 

・進んであいさつをしている 

・話を最後まで聞くことができる 

・自分の考えを進んで伝えている 

【かしこい子部会】 

・学力向上通信等により、自主

学習の大切さや読書の魅力を

発信していく。 

【やさしい子部会】 

・計画委員によるあいさつ運動

や教職員のあいさつを通して

日常的な指導を継続する。 

【たくましい子部会】 

・感染防止の手洗い、消毒の徹底

を今後も継続していく。 

・バランスよい食事の啓発に努める。 

みどりっ子 

アクションプログラム 

考えよう 伝え合おう 

笑顔であいさつ 自分から 

元気に動いて、おいしく食べよう 



 

 

【始業式】～８．２７（金）～ 

 

 

【4年KLV参画授業】～９．２（木）～ 

 

 

 

 

※運動会実施日の再変更について 

  先日お知らせしましたが、緊急事態宣言のため延期とした運動会の実施日の変更について、確認さ

せていただきます。 

みどりが丘小学校運動会＝１１／２１（日） 

  雨天の場合の対応その他詳細については、後日改めて通知を配布いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びを止めない（体験活動の充実を目指して） 

お知らせ 

＜校長のつぶやき＞      ～「自己責任」とは～ 

 毎年、人間ドックで精密検査を指摘されてしまう私は、生活習慣を少しでも 

改善しようと週末に９０分ほどウォーキングを続けています。 

 朝５時頃歩き始めるのですが、自然豊かなゴルフ場の近くを通るときに野鳥の声が響き渡り、

しばらくの間、観賞するのを楽しみに歩いています。 

 そんな中、朝早くから県外ナンバーの車が何台も通り過ぎ、ゴルフ場へ入っていく姿が！排気

音で野鳥も鳴くのをやめてしまい、不快な思いをしてしまうことが度々あります。 

 緊急事態宣言中で県外への移動自粛が求められているというのに・・・。 

 コロナ禍の中、外出が制限され、我慢も限界、ということで、夜の町を楽しむ人々のインタビ

ューが度々放送されているのを目にします。「感染しても自己責任だから」と発言する人も感染す

れば病院のお世話になるわけで、必死で働く医療従事者のみなさんの 

ことを思えば軽率な行動は慎まなければならない！ 

 と娘の発言にうなずきながらも、心のどこかにうらやましい気持ちもあり、 

情けなく思うのでした。自己責任とは、どういうことなのでしょうか？ 

今回も校長室からリ

モートで各教室に配信

する形式で実施しまし

た。相手が見えない中

で話すのは、いつもよ

りも緊張します。 

実物投影機を使用し、「ごんぎつね」と「手ぶくろを買いに」 

の読み聞かせを実施しました。お話に引き込まれ、あっという間

に時間が過ぎました。 


